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 この３月で３７年の教員生活を終えた。まだ実感

はないが、とてもすがすがしい気分だ。 

 数えたことはないが、今まで多くのこどもたちと

向き合ってきた。そこから感じたことをお話しした

い。 

 まず、これからの予測不能な時代を生きていくこ

どもたちに、どうしても必要な力が２つある。一つ

目は、挨拶や返事がきちんとできて、誰とでも会話

ができることである。いくらICTが発達しても、人

と意見を交換し、自分の考えをまとめて表現する力

が重要になってくるからである。この力をつけるた

めには、学校教育だけでは限界があるので、どうし

ても家庭や地域の協力が必要になってくる。大人が

日々正しい言葉を使い、たくさん声を掛けて挨拶や

返事の習慣を身に付けさせ、褒めながら会話の機会

を大事にしていきたい。 

 二つ目は、友達とのトラブルに対して折り合いを

つけ、自分で解決できる力である。学校は勉強を学

ぶことはもちろんであるが、人と関わり合う力を身

に付ける場だと考える。 

 私は毎年PTA総会や入学式で、友達同士のことは

「お互いさま」だと考えてもらえるよう話してき

た。迷惑をかけることもあれば、かけられることも

あるからである。しかし、保護者の中には、「〇〇

さんとは同じクラスにしないでほしい」とか、トラ

ブルがあるたびに、「事実を確認してほしい」「あ

やまらせてほしい」と訴えてくる方もいる。その中

には、こどもが高学年になっても同じように訴えて

くるので驚いてしまう。学校はトラブル解決のため

に一つ一つ時間をかけて丁寧に向き合うが、当然、

その子に自分で解決する力は育たない。そのため、

卒業後に困ってしまった事例をたくさん見てきた。

親は、いつまでもこどもを守ることはできないの

で、小さいうちから自分で解決させたいものであ

る。この考えに賛同してくれたのが、児童館の協力

を得て毎年開催している地域公開セミナーの講師で

ある元あん馬の世界チャンピオン亀山耕平さん。彼

は、自分の子育てでも、自分のことは自分で解決す

るよう教えている。特別授業の中では、運動の楽し

さや夢をかなえるための話をしてくれる。人間は頑

張っていても、ときに馬鹿にされたり、嫌なことを

言われたりすることもある。その時に大事なのは、

①聞き流すこと②相手を応援できる人になること③

人から応援される人になること、この３つだそうで

す。嫌なことがあっても、いちいちくよくよしない

で聞き流し、応援してくれる友達や親の顔を思い浮

かべて、思いっきりチャレンジすることの大切さを

教えてくれた。夢中になれるものがあると、その子

は伸びるぞ！と力説していた。 

 こどもたちはみんな宝である。どの子にも、将来

やってみたい仕事に就き、幸せな家庭を築いてほし

いと願っている。そのために、新たなステージでも

力を発揮していきたい。 

  

前 新田小学校校長 大友 重明  こどもの未来のために 
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ママパパライン仙台の受け手･支え手は、毎月の研修の他に他団体主催の講座にも積極的に参加して、

それぞれスキルアップに努めています。 

主催：子ども若者相談支援センター【子育てに生かす家族のコミュニケーション】   

 

◇私は、電話受け手ボランティアの案内チラシを

見つけた時、すべての講座がこれまで関わってき

た仕事に関係ある内容でしたので、全講座を受講

してみたいと思いました。音楽教室の講師を 40

年程続けておりますが、以前は音楽療育の仕事で

不登校の生徒達や障害児教育にも携わって来たの

で、どの講座もとても興味深い内容でした。今は

週５日児童館で午後、非常勤の代替アルバイトを

しているので、被災地での児童館の内容や障害児

の兄弟の悩みの話は、とても心に響きまし た。

傾聴には、以前から興味がありましたので、今回

講座を受講し、「まず聴く」「心を聴く」という

ことを学びながら、誰かのお役に立てるのであれ

ば、ボランティアをしてみたいと思いました。 

Ｉ.Ｗ  

 昨年ママパパライン電話受け手ボランティア養成講座を受講されたお二人が、新しく受け手

に加わりました。講座を受けてそれぞれの思いをお聴きしましたので紹介します。 

◇講座を受講して感じたことは、「傾聴」の難し

さです。静かに聞いていれば良いということでは

なくて、相手の言葉にかくれている本音の思いや

願いを言ってしまう自分のくせを払うこと、つい

ついアドバイスをしようとして話し出す自分がい

ることにも気づきました。そして相手の思考に同

意や理解はできないけれど「そうか」「一理あ 

る」という考えを持つことによって自分自身も楽

になり、相手の言葉にも前よりは聴くことができ

るようになったのではないかと思います。 O.H  

『不登校の変遷からみる支援の在り方』 

講師：菱沼 正志氏 

◇コロナ以降、急激に増えた不登校児。2000年

以降、本人や家族の問題としてではなく、社会全

体という考え方に変わってきている。心の問題と

して、《待つ》という時代ですが、不登校の子の

経験する（出来る）場から離れると、その後の人

生への影響がやはり大きいであろうこと。大切な

ポイント時期としては小４•小５で、その子の特

性を理解していこうとする見方、その子に合わせ

た丁寧な関わり、専門家の支援の必要性。安全な

場で、安心できる先生、或いは友達の役割。最後

に先生は、長年に及ぶ相談者の中より、社会生活

の経験もつかみつつ、何度も閉じたり•チャレン

ジを繰り返される人の言葉を伝えていただいた。 

「これまで、無駄なことばかりだと思っていたけ

ど、今、考えると、全てが今に繋がっていたん

だ」とのメッセージがあり、気づき、認知する素

直な心の眼を感じました。 K.Y 

『ネガティブな感情との上手な付き合い方』 

講師：布柴 靖枝氏 

◇“シアワセって•••？” 

人はみな (私自身も) 、幸せになりたい！と、願っ

ている。そして、幸せの形は一人ひとり違うもの。 

どうすれば、幸せになれるのか…。幸せと感じるこ

とができるのか…。それには、“自己決定•自己選

択”がキーワードだと言う。気づきが自己選択につ

ながり、その気づいたことに“ダメ出し”はしな

い。ありのままの自分を受け入れる。ネガティブな

感情と向き合う場合、「〜はこうあるべき」と言

う。「〜べきからの脱却」が必要である、とも。大

切なことは、自分も相手のことも尊重しあうこと。

意見はそれぞれ違っていても、人格までは否定しな

いこと。分かってはいても、なかなか難しい。 

この講座の内容と資料は、私の心の支えとなる大切

なバイブルとなっています。Ｎ.Ａ  
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宮城県共同募金会が行う社会課題解決「みやぎ

チャレンジプロジェクト」にエントリーし、昨年

12月から今年2月までの３ヶ月間、「ママパパラ

イン仙台の活動」に寄付の協力を募りました。 

会員そして支援者の皆様がご家族や知り合いに

声をかけてくださり、44名様から募金を頂戴いた

しました。この募金に宮城県共同募金会からの助

成額が加わります。確定金額がまだ決まっていませ

んが、この助成金と法人事業費でＲ.8年度（Ｒ.8年

4月～Ｒ.9年3月）のママパパライン仙台の常設事

業と広報活動および研修を行うことが出来ます。募

金者を広げるための工夫には課題がありますが、皆

様からの熱い思いを受け止め、有効に活用させてい

ただきます。 

 

《募金を寄せていただいた皆さま》（公表同意をいただいた方、敬称略） 
青山香月 有坂紀美江 氏家博美 大久保佳奈子 大野澤広恵 長田千恵子 音羽裕子 河内優子  

北村裕子 熊谷みほ子 黒澤哲 小玉順子 児玉陽子 斎藤礼子 斉藤恵介 佐々木仁 佐藤歩  

佐藤和枝 佐藤陽 柴田茂喜 菅井敦子 関根由紀 曽根恵美子 照井和子 照井嘉博 中野基子  

中村アサ子 名取満智恵 野澤裕子 橋本順子 星野宜子 水原康子 宮島陽子 横井ひろみ  

吉澤勝 吉澤みはる 渡辺ひろ子 他7名の皆さま  

皆さま  

イベント開催予告 

日  時    2026年5月16日（土） 

        開場13:40 開演14:00 

会  場    のびすく泉中央4階ホール 

       （仙台市泉区泉中央1丁目8番6号） 

読み聞かせ リーディングユニット劇団ふたり（朗読） 

演  奏    長谷川 弘樹 はせがわ ひろき（チェロ） 

加藤 友梨奈 かとう ゆりな（クラリネット） 

八巻 梓 やまき あずさ（スピネット） 

司会進行  田原さえ たはら さえ（ピアニスト） 
共同主催：一般社団法人ミュージックプロデュースMHKS 

     特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場 
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事 業 名 事 業 内 容 実 施 予 定 

 
(1)芸術文化体験事業 

 
① 杜の子まつりin仙台 
 

②宮城県内でのファミリー鑑賞会 

  大崎圏域、その他地域 

③ バックヤードツアー(子ども体験事業) 

 

9月6日（日） 
仙台銀行ホールイズミ

ティ21(小ホール） 
 

 

 

 
(2)子育て支援事業 
  

  

 

①ママパパライン仙台常設 
・全国キャンペーン 

②「ママパパライン仙台」受け手養成講座 
 

 

③コンサートの開催 
・ライブ＆トーク 2nd 

・ライブ＆トーク 3rd 

  
 
①毎週金曜日 

１０:００～16:００ 
  

②11/30，12/7， 
 12/14（実施済み） 

 

 

③・１月１０日（土） 
 エルパークスタジオホール 
 ・５月１６日（土） 
  のびすく泉中央4Fホール 

 
(3)指定管理事業 ①榴岡児童館の指定管理事業 

②新田児童館の指定管理事業 

  

(4) ①記念祝賀会の実施 

②功労者表彰 

③その他 

 

今年予定する事業の一部をお知らせします。 

延べ105名受講 

202６年度 事業の予定 

 （第20期202５.11.1～202６.10.31）  

イベント開催予告 

ファミリー芸術鑑賞会in大崎 
オペラ 

オペラシアターこんにゃく座 

原作：斉藤洋［講談社刊「ルドルフとイッパイアッテナ」による］ 

台本：いずみ凛 作曲：信長貴富 演出：立山ひろみ 

こどものために作られた舞台作品を親子で鑑賞する、 

 「ファミリー芸術鑑賞会」を今回は大崎市で開催いたします。 

  ぜひこの機会に日本語のオペラをファミリーで楽しみませんか♪ 

７.１８(土) 
開演：14時00分 

会場：大崎市民会館 

  （村田工務所 パタ崎さんHall おおさき） 

詳細は法人HP(https://senmori.org/) 

またはチラシで今後お知らせいたします。 

鑑賞無料 



杜の子つうしん 2026年 春号 

5 

【榴岡児童館】 

齋藤 純子   館長  

小野 さおり  副館長  

宮崎 雅行   主任兼室長  

榎田 由美   常勤  

鈴木 智可   常勤 （特別支援コーディネーター） 

大久保 潤   常勤  

桒島 由香   常勤  

榧野 空嶺   常勤  

犬飼 和    常勤  

島尾 美紀   常勤  

菊地 まりあ  常勤  

新田 典子   常勤 

長尾 瞭磨   常勤 

藤本 まゆみ  非常勤   

若生 佳七子  非常勤  

長澤 智加   非常勤  

内藤 彩恵   非常勤  

小長根 愛佳  非常勤  

佐久間 次郎  非常勤  

清野 イラコゼ 非常勤 

宇田川 紗良  非常勤  

武田 千絵   非常勤 

佐藤 みき子  非常勤（看護師） 

榧野 笑子   アルバイト 

佐藤 典子   アルバイト   

堀  拓    アルバイト 

【新田児童館】 

大久保 佳奈子 館長  

黒田 達也   副館長  

三浦 のぞみ  主任  

高橋 まゆみ  室長  

浅野 楓子   常勤  

小畑 由里恵  常勤  

本田 陽菜子  常勤  

須田 ももこ  常勤  

大原 薫平   常勤  

佐藤 晴香   常勤  

吉田 達矢   常勤  

高谷 希実   常勤 

小島 未知香  常勤 

小原 満愛   常勤  

山田 由香   非常勤  

三浦 ゆかり  非常勤  

大友 康平   非常勤 

日下 薫    非常勤  

佐藤 里子   非常勤 

菱沼 京那   非常勤 

鳴海 真理子  非常勤 

佐野 ひろみ  （個別対応・看護師）  

渡邉 廣一    （特別支援コーディネーター） 

吉澤 明美   アルバイト 

若生 哲雄   アルバイト 

熊谷 彩乃   アルバイト 

榴岡・新田児童館の職員紹介  

指定管理している 

児童館の職員を 

紹介させていただきます。 

【法人事務局】 

       吉澤 みはる  事務局長      鈴木 舞  事務局次長 

       千葉 浩美   非常勤       谷田貝 泰子  非常勤                 

せんだい杜の子ども劇場 理事会体制  

                   代表理事   新川 達郎            専務理事   齋藤 純子 

                   副代表理事  阿部 清人                        副代表理事    宮崎 雅行 

         副代表理事  大久保 潤                      理  事   有坂 紀美江 

                   理  事   大久保 佳奈子      理  事   黒澤 哲 

                   理  事       黒田 達也          理  事   佐々木 信  

                   理  事   照井 和子          理  事   眞山 正太                                                                           

                   理  事   村上 仁志        理  事   山口 景子                                         

       監  事   小岩  孝子           監  事     小玉 順子  

事務局 職員  
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第３分科会「こんなことできちゃうよ発表会～防災編～」 

防災と安全を＋アイデアで啓発した事例を聴きました。多様な

アイデアがあった中で、特に興味深かったのが児童や保護者の

避難訓練の参加率を多くするため児童のブラスバンドコンサー

トを開催し、コンサートの最後に地震が起きたという設定で来館者、出演者共

に避難訓練をするものだった。こういった「親子の避難訓練（小学生以上向

け）」は実施してみたいと思いました。というのも、家庭内における防災の話

し合い（家族で被災した時の集合場所など）は転入出の多い榴岡では、ほぼ無

いかもしれないと感じたからです。震災からの時間的風化で家庭内の防災意識

は薄れているように感じる部分もありました。分科会で他県からの参加者との

情報交換時にも感じた事です。是非、家族単位での行事を実施し、きっかけ 

として児童館の行事で家族が防災を考える時間を作ってみたいと思

います。O.J 

第20回 

全国児童館・ 

児童クラブ大会 

KOBE 
R8年1月15日・16日 

こどもの育ちや地域の子育ての現状について情報共

有するとともに、あらためてこどもの居場所と遊び

を通じた児童健全育成について研究協議を行う全国

大会に職員5名が参加しました。 

『頑張っている人は報われてほしい』

『皆が楽になるにはどうすればいいか』、 

これはここ数年私が軸としている行動原理で

す。その為今回の全国大会では【人材育成】

の分科会を選び、異業種の方々のお話を聞いてきました。 

 印象に残っているのは「人を育てる＝仕事を任せられる

人が増える。そうすると自分も後々楽になる」「すぐに答

えを与えると相手の考える機会や時間を奪ってしまう」と

いう言葉です。いつも結果やタスクの完遂を焦り一人でや

ろうとする自分にとって、任せることや待つことは大の苦

手。今も得意ではありません。しかしそれが相手の力、ひ

いては組織の力に繋がることを知り、次の世代を育てる意

識を持つようになりました。 

まだまだ力不足で打ちのめされる日々ですが、この日々の

積み重ねが全体の働きやすさに繋がると信じ、研鑽し

ていきたいと思います。 T.M 私が参加した分科会では「ソーシャルワークと

友達（身近）になること」を目標に、グループ

ワークをしました。まずカードを用いて、地域

資源を結び合わせながら悩みの解決を目指す

ワークを行い、地域の中には沢山の資源があること、私た

ち自身も資源となり支援に“つなぐ”役割になれることを

学びました。それを踏まえた上で事例検討し、どんなニー

ズがあるのか、どの資源を使ってどうアプローチしていく

か話し合い理解を深めました。 

「児童館においてのソーシャルワークとは、子どもや保

護者の困り事や悩みを解決するためのアプローチと考え

る」と聞いて、実は普段からソーシャルワークを実践して

おり、私たちにとって身近な存在だと気付きました。児童

館は、遊びを通して子どもの本音が聞けたり、子どもの様

子や変化に気付いたりできる場のひとつなので、ソーシャ

ルワークの入口を見つけられるような視点をもっていきた

いと思います。H.H 

私は「第１分科会 安部芳絵氏(工学院大学) 

災害とこども支援～こどもの声を聴き、こど

もとともに考える防災・復興～」を受講しま

した。東日本大震災・西日本豪雨・能登半島

地震後、実際にこどもたちが感じたこと、担った役割な

どの声を集めセーブザチルドレン・ジャパンが作成した

報告書を元に、子どもの権利条約と児童館ガイドライン

から見る災害時に考えられる児童館(職員)の役割、こど

もの居場所の確保、意見の尊重などを学びました。私自

身も震災時児童館職員として避難所運営を経験し、こど

もの居場所と遊び(場)作りは、心の回復の観点からもと

ても重要であるとは知りながらも、大人も生きることに

必死な状況で、その難しさも痛感しました。 

2日目のシンポジウムは阪神、東日本、西日本豪雨の当

事者からの話を聴き、災害時に児童館職員というスキル

を持った私たちにできることを皆で考え続け、行政に伝

えることが大事だと学びました。M.M 

私は【人材育成】がテーマの分科会に参加

しました。まずは色々な職種の方に人材育

成についてインタビューした動画を視聴し

ました。インタビューの中で気になった言

葉を書き留め、気になった言葉が同じ仲間

を探してグループをつくり、ディスカッ

ションを行いました。 

人材確保の難しさや、有効な情報共有の方法、若いス

タッフのやりたい気持ちを引き出すためには？など、皆

さんが日々悩んでいる事の共有の場になりました。人材

育成もこどもや保護者対応と同じ、まずは相手を知るこ

とが第一歩だと思いました。二日目のシンポジウムでは

震災を振り返る報告があり、東日本大震災当時の事を思

い出す場面がありました。顔が見える関係づくりが大

切。地域の方はもちろん、全国の児童館、児童クラブに

携わる仲間とのつながりも大切だと感じました。O.S 
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児 童 館★ N E W S 

 今年も春が来ました。雪はそんなに多くなかっ

たものの寒さと暖かさの繰り返しで待ち遠しい春

でしたね。12月から少し振り返ってみましょ

う。12月20日の「小学生こどもまつり」は16

人のスタッフが1カ月かけて準備をして各コー

ナー頑張りました。参加した子どもたちも楽しそ

うで、特に完成度が高かったのはカップケーキ！

ケーキ屋さん顔負けの出来栄えでした。事前の食

品衛生の勉強も凄い点でした。２月10日の新田

地区防災リーダー共催の「乳幼児親子防災教室」

は初めての試み、参加した親子は少なかったものの

地域の皆さんの参加も多く世代間の理解を深める良

い機会となりました。観賞の機会として田原さん、

加藤さんの「ピアノとクラリネットのコンサー

ト」、「大道芸一輪車のミニショー」、元職員の

「がんちゃんコンサート」も世代を超えて共に楽し

む時間でした。令和８年の児童クラブ数は３５６人

の登録となり、賑やかなスタートとなっています。

職員の輪を大切に頑張ります‼  

新田児童館 

 ３年間にわたりアルバイトとして奮闘した学生

が社会人となり旅立ちました。小学生たちにとっ

て彼の存在がいかに大きかったか…。最後の日ま

で別れたくない気持ち、でもその気持ちを抑える

子どもたち。彼が子どもたちに送った手紙を今で

も読み返す姿があります。子どもにとって心から

身近に感じる「ちょっと先輩の大人」の存在につ

いて考えさせられた場面でした。 

 

 今年の館庭桜は入学式当日に満開期を迎えました。

その前週の土曜日はR8年度最初の行事として「お花

見会」を設定していました。児童館だよりを見て参加

した小学生を含め２０名が桜の下でお弁当を食べまし

た。「桜、お弁当、一緒」が合体しただけで、気持ち

が豊かになるひと時を経験した参加者たちでした。生

憎、第２回目のお花見会は強風のため中止となってし

まいましたが、「一緒に」の経験値を積み重ねる機会

を今年も作っていこうと思います。  

榴岡児童館 

R7年度が終わろうとしている3月２８日に、榴岡＆新田児童館対抗ドッジボール大会があり

ました。今年の会場は榴岡小学校体育館で通算３回目となりました。結果は榴岡が総合優勝しま

したが、どちらも真剣そのものでした。大勢の保護者応援もあり、一緒に共感できたことが一番

の収穫となりました。4月1日よりR8年度が始まり、両児童館共に登録児童数が３５０名を超え

る大規模児童クラブでスタートしました。何れも本館の他に３サテライト室があります。児童ク

ラブに限らず「児童館」が目指すことは、子ども同士の育ち合いの場、それを支える縁の下の力

持ちがスタッフであることです。昨年度に両児童館ごとに行ったスタッフワークショップで両児

童館共に共感できた目標です。「チーム児童館」でポジティブに行動していこう！  

新年度ごあいさつ 
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ピックアップ情報  
「 もしも 猫 展 」 

～もしも、うちの猫が人のように話したら？ 

    そんな想像をしたことはありませんか～      

 

 浮世絵師•歌川国芳の猫に関する作品を軸に、個
性豊かな擬人化作品たちをご紹介します。オリジナ
ル擬人化作品をつくったり、関連特集展示を巡りデ
ジタルスタンプラリーに参加しよう！ 

◆日時：4月17日㈮～6月7日㈰ 毎週月曜休館 

◆会場：仙台市博物館  

※公共交通機関をご利用ください 

◆入場料：一般1,500円  高・大学生1,000円 

     小・中学生800円   

◆22の日プレゼント� （先着222名様） 

４月22日(水)と５月22日(金)は、粗品プレゼント 

◆主催：「もしも猫展」仙台展実行委員会 

（仙台市博物館・ミヤギテレビ） 

◆お問合せ：022－215-7700（平日10時～18時） 

「もしも猫展」仙台展実行委員会事務局 

ピックアップ情報  
   「 ミュージカル 真昼の星めぐり 」 

  ～宮沢賢治の童話世界・不思議の国 

        イーハトーブへいらっしゃい～ 

 

劇場が宮沢賢治の魔法にかかる！S席は、没入型の

デジタルアート席。あなたも、アートの一部になる 

◆6月23日(火)18：30開演 

 （23日は、未就学児入場不可の回となっています） 

    6月24日(水)13：30開演 
（24日は「鑑賞ゆるめの回」として、じっとしてい

ることが難しい・声が出てしまうという方も安心し

てご鑑賞いただける鑑賞マナーをゆるめにしていた

だく公演です。4歳以上入場可） 

◆会場：仙台銀行ホールイズミティ21 大ホール 

◆料金：全席指定 S席7,000円  A席6,000 

18歳以下の方の無料ご招待・同伴保護者の方の半額割引

制度など詳細はわらび座オンラインチケットまで！ 

◆主催：わらび座 

◆共催：岩手県 

◆後援：宮城県教育委員会、仙台市、仙台市教育委員会 

◆お問合せ：わらび座公演事業部 

      電話 0187-44-3332 

      E-mail：o-kita@warabi.or.jp  

 子育て応援ダイヤル★ママパパライン仙台★ 

☎０２２-７７３-９１４０ 

毎週金曜日10時～16時 

（敬称略・順不同） 

■ママパパライン仙台■受け手の皆さん、スーパーバイザー 

■ 正 会 員 ■（更新）北田基子、水原康子、山口景子  
■支 援 会 員■ （更新）西脇淑子、石川裕子  

令和7年度みやぎチャレンジプロジェクト募金のご協力ありがとうございました 

サポート＆ご協力ありがとうございました！ 

会員募集中！ 
【正会員】 

個人正会員 12,000円 

団体正会員 12,000円 

【準会員】 

個人支援会員 3,000円／1口 

特別個人支援会員10,000円／1口 

※会費払込郵便口座番号 

02270-3-65839 

会費は年会費です。分割払いも可能です。 

詳しくは、事務局までお問合せください。 

（5月4日は開館） 


